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植物　と季節感

まだ残暑が厳しい頃でも､ハギの花が咲き､ス

スキの穂が風に揺らぎ始めると､秋の訪れが近い

ことに気づきます｡私たちが季節の移り変わりを

感じるときには､さまざまな生物が示す季節的な

変化が大きな役割を果たしていますo El本列島に

おけるきわめて多様な植物相が.こうした季節感

の背景になっていることについては､改めて指摘

するまでもありません｡

秋の七草

冒頭に挙げたハギとススキは､いわゆる"秋の

七草"からの例ですo秋の七草は､ 『万葉集』巻八
丘きののにささたるElな

に収められている山上憶良の歌｢秋野ホ　咲有花
を　LJよぴおr)　か　きかそ,Lればななくさのはな　　はぎのはな　　をばなくず

平　瀬折　可伎数者　七種花｣ ｢芽之花　乎花葛
はな　　なでしこのはな　　をみfjへし　　またふSrごかま　あさがほのはな

花　埋真之花　姫部志　文藤袴　朝見之花｣に由

来するもので､ "をばな"はススキ､ "あさがぼ'は

キキョウのことであるといわれていますo

私たちは､身近な自然の中から季節を象徴する

美しい題材を発見し､和歌や俳句に詠み込んだり､

工芸品のデザインに用いたりしてきましたo

新しい秋の七草

ところで､憶良の歌に登場する七草のほかにも

秋を象徴する植物はいろいろあるのではないかと

いうことで､新しい秋の七草を選ぶ試みがなされ

たことがあります｡例えば､昭和10年に東京日日

新聞が菊池寛,牧野富太郎ら当時の七人の名士に

推薦する花を尋ねたところ,コスモス､おしろい

の花､ひがん花､秋海業､あかのまんま(イヌタ

デ)､雁来紅(ハゲイトウ),菊が選ばれました｡

また､人事院総裁でアマチュアの植物学者でもあ

った佐藤達夫は, "私の秋の七草"としてフシグロ

センノウ､ツリフネソウ､リンドウ､アキノキリ

ンソウ､ヒヨドリバナ､ワレモコウ､カルカヤを

あげています｡

秋を代表する花は何かということになります

と､個人によって感じ方が異なるのはもちろん､

時代によっても,地域によっても違いがあるよう

です｡

花鳥風月と植物学

都市化が進み､生活様式が大きく変化するにつ

れて､私たちが日常的に自然に揺する機会は減少

しつつあります｡こうしたなかで､草木の変化に

季節の移ろいを感じ､自然と交歓しあう感性を取

り戻すことは､とても有意義であると思われます｡

ここで､その際の手助けとして､植物学的な見

方が一つの役割を果たすのではないか､というこ

とを指摘しておきたいと思いますo植物学という

と｢図鑑には"藤袴"ではな( "フジバカマ"とカタ

カナで表記されていて風情がない｣とか｢テッセ

ンも学名で卦ナば雑草のセンニンソウと同じ属の
一員であるにすぎない(それぞれ､ Clematz's Don'da

とClematz's temiGoLa)｣など､ "風流"とは縁の薄い､

野暮なものの代表であるかのように思われがちで　ー

すoところが､植物学的な見方におけるある種の

零観性や写実性は､これまでの花鳥画などには登

場してこなかった新しいモチーフを発見したり､

自然に対する自分なりの視点を確立したりすると

きの手ががりになるのではないでしょうか｡

伝統的な和歌の世界などでは､ "萩といえば白

露"といった公式がいったん出来上がってしまう

と､必ずしも現実の自然を目にすることなく､そ

うした定型にしたがって四季折々の花や鳥を愛で

るということが行われていたようですD一方､現

代の私たちが抱いている自然感も､テレビの映像

などを通して形成されたものである場合が多いこ

とが指摘されています｡そのような観念的な見方

から離れて､身の回りに存在する現実の自然を純

粋に記述する態度に立ち返りながら､その自然が

私たちに与えるイメ-ジをも視野に入れるとき､ )

伝統的な"花鳥風月"に新たな要素を加え､現代に

蘇らせることができるのではないでしょうかD　こ

れまでの伝統が､かつての都の人々の美学を基調

としていたのに対し､地域による自然環境の追い

をも反映した､変化に富んだ日本の生物的自然に.

より忠実に即したものとして｡

､
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富山県中央植物園に秋の訪れを告げる植物

フジバカマ
EupatoTJ'um loTtUneL

"秋の七草"には身近な格物が皇増しますが.

フジパカマのように軽減が心配されている

確もあります(低地草原のエリア).

2
リュウノウギク
ChLySan th em um makL'n oL'

低い山の日当りの良い場所に生え.葉をち

ぎると竜脳(防虫剤の樟脳に似た物質)のよ

I I,FJr.l･･

⊥

～ I  ㌔:＼

⊥､J｣
1う絹｡があ｡ます(低地草原のエリア)｡ 2

3琵b7u三三m d,･1a,atom

林の周辺などの明るい場所に多い低木で､

実は熟すと赤くなり食べられます(クリ･コ

ナラの森のエリア)｡

4 E71a+e孟nsus umbe"ata

急流な河川が多い冨Lu県では､しばしば河

原にアキク三の大群落がみられます(河原の

樟物のエリア).

5 IymZa71孟ttZxton･

売れのふもなどに生える多汁賢の一年草

で､美しい紫紅色の花をつけます(深谷の樟

物のエリア)｡

6 9pl:cJtia'n tth u*S霊よocarp us

日本海側の山地に特有な植物で､花は小型

で目立ちませんが特徴のある暗紫色をして

います(深谷の博物のエリア)｡

7品･bjIs9cus mutabil,･S

琉球列島や中国が原産の植物ですが､古く

から庭園などで栽培されています(ボタン･

シヤクヤク圏の周辺)｡

8…‥_‥卜

軟も深まった頃に紫色の花をPXかせます｡

めしべは鮮やかな赤色で､この部分を染料

や生藁に用います(染めの植物のエリア)｡
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活動報告

小小一､ :≡,J'rJJィ, -J二･j)七･い-甘

夏休み小学生植物教室( 7月28日～30日)

林業試験場樹木園での植物の採集や押し葉

標本の作り方の実習のはか､花のつくりの観

察とスケッチ､顕微鏡を使っての花粉や水中

の微小な植物の観察などを行いましたo参加

者は24名で､ ｢山へいったり､けんびきょうで

しらべて楽しかった｣ ｢宿題をすることができ

てよかった｣などの感想が寄せられました｡

夏休み中学生植物教室(8月4日-5 El)

コケ植物やタマネギを使った細胞の観察や花粉

のスケッチなどを行いながら､顕微鏡の基本的な

使いかたをマスターし､さらにツリフネソウやア

オキを材料に茎や葉の断面を観察して組織の様子

を調べました0 12名の参加者からは､ ｢身の回りに

ある草花でも顕微鏡を使ったら違った世界が見れて

びっくりした｣ ｢室内だけだったので外にも行って

観察してみたい｣といった感想が寄せられました｡

講習会｢やさしいハイオテクノロジー｣ (8月9日～10日)

初日は､組織培養を中心としたバイオテクロジーの現状について

講義を聴いていただいた後､最も基本的なMS培地を作成｡翌日､

クリーンベンチ内でセントポーリアの葉片を培地に置床する無菌

操作の実習を行いました｡参加者は7名で､将来バイテク関係

の職業に就きたいという学生の方から､自宅でウイルスフリー

苗を作りたいという方まで､参加の動機はさまざま｡ ｢研究室の

雰囲気を感じることができて新鮮だった｣ ｢高価な装置を使わな

くても出来るバイテクがあれば教えてほしい｣といった意見のほか､

さらに詳しい内容の講義を望む声もありましたo

夜の熱帯植物観察会(8月1日～6日)

夜7時から9時までのあいだ､展示温

室を中心に夜間の開園を実施しました｡

夜になると花を咲かせるサガリパナや､

香りを放つヤコウカ､葉を閉じるハネセ

ンナなどについて､パネルで解説すると

同時に,実物を観察していただきましたo



私の研究

植物の染色体からわかること　企画情報課長中田政司

植物の体は小さな細胞がたくさん集まってでき

ています｡細胞の中には核という構造があって､

この核の中に遺伝情報をもったDNAという物質が

入っています｡細胞が分裂して増える時､ DNAも

複製されて2つの細胞に分配されますが､この時

にDNAの入れ物として出現するひも状の構造が

染色体とよばれるものです｡顕微鏡で細胞を観察

する時に使う色素によく染まったことから､染色

体と名付けられました｡

染色体は､例えばイネなら24本というように､
ー　同じ種類であれば同じ数を持っているのが普通で

すo　しかし､種頬が適うと数や形に追いが見られ

ます｡いろいろな種類の植物について染色体の数

や形を調べると､植物の深緑関係や進化のようす

がわかりますD

例えば､富山県の固有植物エッチュウミセバヤ

は､分類学上は小豆島の固有種ミセバヤの変種と

いう扱いにされていますo染色体を調べたところ､

どちらも数は50本でした｡ところが形を比べると､
一番大きな1対の染色体のくびれの位置が両者で

違っており､染色体をDNA組成の追いで染め分

けた結果にも通いのあることがわかりました｡従

って､両者は近縁ではあるが別のものであるとい

う分類学的な扱いが､染色体レベルでも支持され

ることがわかりました｡

＼ー

また､ある種類の染色体数がすでに知られてい

る場合､調べたいと思う植物の染色体数を算定す

ることで､本当にその種類であるかどうかが判る

ことがあります｡例えば､イネ科の帰化植物チク

ゴスズメノヒ工は染色体数は40本ですが､よく似

た基本種のキシュウスズメノヒ工は60本です｡植

物園の大原技師が井田川で発見し.形態からチク

ゴスズメノヒエと同定された植物の染色体数を調

べたところ40本で､染色体数からもチクゴスズメ

ノヒ工であることが確かめられました｡中国雲南

省をはじめ､各地から導入されている植物の再同

定にも染色体数の確認は役立っています｡

最近は特定の遺伝子が染色体のどの位置にあ

るかを観察する方法も開発されています(写真)a

このような技術を植物園にも導入して､植物の進

化のしくみを解明したいと思っていますo

エッチュウミセパヤの染色体(2,300倍)o染色体上の

リポソーム連伝子の位置を黄色に染め分けたもの｡

温室だより

アラビアコーヒーノキ
CoLfea arablca L.

｢モーニングコーヒーでも一緒にどう?｣などと

女性を口説いたりする殿方もいらっしゃいますが､

朝､コ-ヒ-を飲むのは､カフェインによる快い刺

激と興奮で気分がスッキリするからです｡アラビア

コーヒーノキはエチオピアが原産といわれており､

初めアラビア半島に導入され､やがて熱帯の高地を

中心に広く栽培が行なわれるようになりました｡

｢熱帯果樹室｣にはアラビアコーヒーノキとロブスタ
ーコーヒーノキが展示してありますo今度女性に声

を掛けたい方はぜひ､コーヒーについての知識や原

料になった植物の情報を仕入れて､相手を感心させ

てみてはいかがでしょう｡
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話題の植物

マツタケ
Tn'choloma matsutake (S.Ito et lmai) Sing.

暑い夏が終わると､マツタケが季節の話題に

登りますo今年のマツタケは豊作でしょうか?

私たちには秋の訪れを感じさせてくれるマツ

タケの香りも､海外の本には｢いやな臭い｣など

と書かれるなど､マックケは国によって大きく

評価の異なるきのこですo　マツタケの香りは､

トランス型桂皮酸メチルとマツタケオ-ルの2

種類の物質からできていて､これらはきのこの

ひだなどに多く含まれており､きのこの成長と

ともに増えてきますD　しかし､採取後はこの香

りが急速に失われていくので､香りは鮮度のバ

ロメーターにもなります｡でも､きのこの上に

人工的に合成した香りを振りかけていることも

あるので､ご用心｡

交通網の発達によって､海外からマツタケも

多量に運ばれて来るようになり､より鮮度の高

い外国産マツタケが店巨削こ並ぶようになりまし

たo　産出量の少ない日本産は高嶺の花になり､

紅葉のいろいろ

カエデ属には世界におよそ200種があり､

おもに北半球に分布しています｡このうち屋

外展示園には21種がみられますo一般にカエ

デの紅葉は｢赤｣と思われがちですが､種類に

よっては黄色になるものもあります｡

赤色になるもの.イロハモミジ､ハウチワ

カエデ､ハナノキなど

黄色になるもの:ウリカエデ､イタヤカエデ､

サトウカエデなど

カエデの果実には写真のように巽がついて

技師　橋屋　誠

すっかり庶民の口に入らないようになってきつ

つありますo

こう話してくれば､マツタケの人工栽培の話に

なってきますが､マツタケは非常に気難しいきの

こで､人工栽培はもう少し先になりそうです｡

注一北米産の全体が白くて柄が細くなっているきのこは､

マツタケの仲間の別種ですD

ハウチワカエデ

かれ､この翼がプロペラの役割をして回転し

ながら落ちますo　この巽のつく角度が種禁則こ

いますo　落下するときはふつう1つ1つに分　　よって異なります0
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植物学解説シリーズ

植物の形態(5)

deflorum maritis uxoribusque lnquisitio

主任研究員　大宮　徹

前回までの話で､花のつぼみから開花､そして種

子の散布まで､おもにフジを例にとって解説しまし

たo　これら花のつくりや､花粉ができたり種子ので

きるようすには､植物の種頬ごとに特徴があり､植

物どうしの類縁関係を考える上でわたしたちに重要

な情報を与えてくれますo

フジでは5枚の雪片と5枚の花弁､ 10本の雄蕊､

そして1つの雌蕊でひとつの花がつくられていまし

た｡雪片の数や花弁の数にはフジやサクラ類のよう

に5を基本としたもののほかに､アプラナ科のよう
＼-ノ　に4を基本としたもの,あるいは単子葉植物のよう

に3を基本としたものなどさまざまです.雄蕊と雌

蕊の数も植物の種類によって違いがはっきりしてお

り､かつ同じ種ではふつうには変化が見られないこ

とから,植物を分類する上で重要視され､スウェ-

デンの自然科学者リンネ(Carl Linn6, 1707-1778)は､

おもにこれらの特徴にもとづいて植物を24のグルー

プに分けぎした(｢雄蕊および雌蕊の数､均整､位置

に従った性(分頬)体系(Philosophia 】】otanica, 1751)｣) ｡

これは17世紀末に生殖器官として認識されるように

なった雄蕊と雌蕊を､分類体系の鍵としたものです｡

ちなみに))ンネはこの分類表をかかげるにあたっ

て､ラテン語で雄蕊群をmariti (夫(複数))､雌蕊群

をuxbres (香(複数))と表現し､それらをまとめた

表題をnapbae plantarum (植物の結婚)としています

(systema Natt皿e, 1759, ed.10) ｡この分類法は徹底し

て人為的なもので､窺緑関係が深いと考えられる種

どうしでも､雄蕊の数が適っただけで､まったく

別々のグループに入れられることになります｡その

ような矛盾を生じてはいけないという思想にもとづ

いて､自然分類という､植物の全体的な類似性にも

とづいた分窺体系も同時に存在しましたo　しかし､

リンネの性分溝休系では､既知の植物のどれとも窺

縁関係が分からないような植物が新たに発見された
としても､雄蕊と雌蕊の数さえ数えれば､自動的に

どのグループに属するかが異論無く決まるので､新

しい植物が次々と発見されていったこの時代から百

年ほどの間､増加していく植物の整理にさかんに使

われました｡現在ではふつう､リンネの性分類体系

ではなく,自然分類が使われています｡しかし､こ

の雌蕊と雌蕊の数がそのような｢自然｣なグループを

結果的に特徴づけることも多くあります｡

マメ科の多くの植物は､フジと同じように､ひと

つの花に10本の雄蕊と1本の雌蕊があります｡自然

分類では例外的に数の適うものが見つかった場合で

も､全体的にマメ科である条件が満たされていると

判断されれば､それはマメ科植物と考えられ､数の

違いは何らかの過程で二次的に変化したものだと類

推します｡そういった変化は､もしかしたら大きな

進化の途中で起き､今ではその過程を知る手がかり

が植物そのものに残されていないかもしれません｡

あるいは,つぼみの中で花ができあがる過程に手が

かりが残されているかもしれません｡後者の場合,

花の形成を順を追って観察すれば､例えば雄蕊が10

よりも少なければ､どの位置に発生するはずだった

雄蕊が欠けているのか､あるいは発生しても途中で

成長が止まって見かけ上､欠落しているようになる

のかといったようなことが分かると期待されますo

先に図示したように､発生の初期の花は非常に小さ

なもので､現在では走査型電子顕微鏡で見るのがふ

つうですが､実はこのような研究は19世紀後半から

すでに行われており､研究者は当時の顕微鏡で丹念

に観察して描いた驚くほど正確なスケッチをもと

に,雄蕊の数の変化を花の発生過程から説明してい

ますo

花の特徴には､数に関するもののほかに､花弁や

雪片の大きさ.色といったものもあります｡しかし､

フジを例にとっても分かるように､となりあって咲

いている株のあいだでも花の色の濃さが微妙に追っ

ていたり､特に園芸的に好まれる白花があったり.

同じ植物種でも花の色はさまざまに変異することが

しばしばです｡また,花のいろいろな部分の大きさ

も変異しやすいものです｡同じ｢数字｣で表現される

特徴にも､このように量的なものと､雄蕊や雌蕊の

数といった､どちらかといえば質的なものとがあり､

植物の分類体系は質的なものの方を基本としている

わけですo

花がもっている特徴をさらに求めて,生殖細胞の

分化過程の研究が本格的になったのは20世紀も中頃

になってからです｡研究対象は花の中でも非常に小

さな部分ですが､植物の類縁関係を考えたり､分類

整理するために有効な形質が,すでに何十も認識さ

れています｡その一方で､まだ多くの植物について

詳しい調査がなされてない状態で､ 21世紀にもひき

つづき､新たな発見が期待されている分野と考えら

れます.
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専門植物園ガイド

福野町園芸植物園
今年の5月に新しくオープンした植物園で,愛称

は"フローラルパ-ク"o菊の産地である福野にちな

み､キク科植物が中心テーマになっています｡本館

には､ギャラリーホール､情報コーナー､ミュージ

アムショップなどがあり､キク科植物を一堂に集め

た展示温室には､南米原産の木本性キク科植物コダ

チダリアなどが展示されています0 -万､野外にも

紅葉ゾーン､ドングリゾーンなど4つの植栽ゾ-ン

があります｡ 11月1日-8日には､恒例の菊祭りも

開催されます｡毎週火曜日休園｡入園無料｡

イベント案内

企画展示

干支にちなんだ植物展
日時:12月12日(金)-1月15日(木)

9 :00-16:30

場所:サンライトホール

観察会･講習会

どんぐりで選ぼう

日時: 10月26日(日) 10:00-16:00

噂所:雪山県林業試験場樹木園

対象:小学校4-6年生

定員:25名　◆異申込

トロピカルフルーツを楽しむ会

日時: 11月16日(El) 13:00～16:00

講師:巾村武久(東京農業大学教授)

牛島政信(株式会社うしじま)

場所:管理研修棟2階研修室

定鼻:50名　◆要申込

参加兵:約2,000円

植物学講座｢地衣類研究法｣
日*:12月6EZ(i) ～7日(日)

10:00.-16:∞　2日間連続です

場所:管理研修棟2階実習室

講師:粕谷博之(Eil立科学博物館)

定員:24名　◆要申込

El曜植物案内

日時:10月5日､11月2日､12月14日

11 :00-12:00

お問い合せは　福野町園芸植物園

東砺波郡福野町柴田屋128　TELO763-22-8711

第5回TOYAMA植物フォーラム

｢中国雲南省の植物と日本の植物｣
日時:11月30El(日) 13:00-16:00

場所:管理研修棟2贋研修室

後援:社団法人日本植物園協会
Jt.iEJ朴:清水建美(金沢大学名誉数掛信州大学名誉教授) :

清水寺和(駒沢大学文学部教授)

邑田裕子(摂南大学薬学部助手)

座長:花城良廉(海洋博覧会記念公国園長)

鳴橋直弘(宮山大学理学部教授)　　　l
l

◆要申込と書かれた行書は往復ハガキによる申込　≡

先着順です(実施日の1ケ月前から受付開始)  l

友の会からのお知らせ　l
l

会員募集中1

人会されますと､中央植物園の入園券(2枚)や会: )

報の配布､友の会主催の行事への参加といったl

特典を受けることができます｡会費(年額)は一･

般会員が3,000円､賛助会員が20,000円です.詳

しくは､富山県中央植物園友の会事務局(富山県

中央植物園内　担当･桶屋)まで｡

友の会発行の出版物

r宮山県中央植物貫ガイドブック』

B 5判･ 32貫/力ラl/500円

F植物観察シリーズ1染めの植物i

A 5判･ 28貢/力ラ一/4∞円

サンライトホール内の喫茶室｢ココナッツアイラン

ト｣で販売しています｡会員の方は1割引でお求め　■

いただけます｡
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